
埼玉県伝統文化魅力発信アプリ運用保守及び利用促進プロモーション業務委託 

企画提案募集要領 

 

 埼玉県には、４００団体を超える伝統芸能団体があるなど、豊富で多彩な伝統文化資

源を有している一方で、こうした文化を守り将来につないでいくための課題の一つとし

て発信力の強化が必要となっている。そこで、伝統文化団体がイベント情報等を魅力発

信できるウェブアプリ（以下「本件アプリ」）を運用することにより、県内外を問わず多

くの方に埼玉県の伝統文化の魅力を発信していく。 

 また、スタンプラリーやプロモーションを行うことにより、より多くの方に本件アプ

リを活用していただき、実際に伝統文化団体等が主催する鑑賞・体験機会への参加につ

なげていく。 

 さらに、音楽や演劇など発信するイベント情報等の分野を拡充することで、現在、伝

統文化に関心がない方々にも伝統文化の魅力やイベント情報を届け、関心を持ってもら

う。 

 この事業の受託者を選定するための企画提案を下記のとおり募集する。 

 

 委託業務名  

埼玉県伝統文化魅力発信アプリ運用保守及び利用促進プロモーション業務委託 

 

 委託業務の内容 

埼玉県伝統文化魅力発信アプリ運用保守及び利用促進プロモーション業務委託仕様書

（以下「仕様書」という。）のとおり 

 

 契約期間 

契約締結日から令和９年３月３１日(水曜日)まで 

 

 予算額 

  １６，７８３，０００円  

  ※上記の額は、本業務の契約に係る上限額（税込み）であり、予定価格はこの範囲で

別途算定する。 

   

 参加資格 

    次に掲げる要件を全て満たす者であること。 

(1)  法人格を有すること。 

(2)  次のアからカに該当すること。 

ア  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16号）第 167 条の 4の規定に該当しない者で

あること。 

イ  埼玉県財務規則（昭和 39 年埼玉県規則第 18 号）第 91 条の規定により埼玉県の一

般競争入札に参加させないこととされた者でないこと。 

ウ  会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更生手続開始の申立てがなされて



いる者でないこと、又は民事再生法（平成 11年法律第 225 号）に基づき再生手続開

始の申立てがなされている者でないこと。ただし、手続開始決定後に埼玉県知事が

別に定める競争入札参加資格の再審査を受けている者はこの限りではない。 

エ  本件企画提案競技の公告日から本契約の成立までの期間に、埼玉県の契約に係る入

札参加停止等の措置要綱（平成 21 年 3 月 31 日付け入審第 513 号）に基づく入札参

加停止の措置を受けていない者であること。 

オ  本件企画提案競技の公告日から本契約の成立までの期間に、埼玉県の契約に係る暴

力団排除措置要綱に基づく入札参加除外等の措置を受けていない者であること。 

カ  法人税、法人都道府県民税、法人事業税、消費税及び地方消費税等納付すべき税金

を滞納していないこと。  

※複数者が協力して参加する場合、構成員すべてがア～カを満たす必要があること

に注意すること。 

(3)  過去５年間に、本業務委託と規模を同じくするウェブサイトまたはスマートフォン

アプリケーションの構築・運用・保守の契約を誠実に履行した実績を有する者であるこ

と。 

 

 企画提案募集から契約先候補者決定までのスケジュール 

  ・募集要領の公開…………………………… ２月２４日(火) 

  ・質問事項の受付期限……………………… ３月 ２日(月)午後３時まで  

  ・質問事項の回答 ………………………… ３月 ４日(水)午後５時まで 

  ・企画提案参加申込書の提出期限………… ３月１０日(火)午後３時まで  

  ・企画提案書の提出期限…………………… ３月１３日(金)午後３時まで  

  ・第１次審査………………………………… ３月１６日(月)～３月１９日(木) 

  ・第２次審査………………………………… ３月２３日(月)～３月２６日(木) 

  ・選考結果通知……………………………… ３月下旬予定 

  ※質問に対しては、質問内容と回答をホームページ上に掲載する。 

  

 企画提案募集から企画提案書の提出までに係る手続き 

(1)  質問の受付及び回答 

ア  質問の受付方法 

 質問書（様式第１号）に内容を簡潔に記載し、電子メールで送付すること。 

 また、提出した後、必ず電話による到達確認を行うこと。 

 なお、必要に応じて図面などの書類添付を可とする。 

イ  提出先 

 【E-mail】a2875-01@pref.saitama.lg.jp 【電話】048-830-2879 

ウ  件 名 

 「埼玉県伝統文化魅力発信アプリ運用保守及び利用促進プロモーション業務」質問

（法人名） 

mailto:a2875-01@pref.saitama.lg.jp


エ  質問受付期限 

 令和８年３月２日(月曜日)午後３時まで 

オ  質問の回答方法 

  ホームページ上に掲載する。なお、電話による質問には、軽易なものを除き応じな

い。 

(2)  企画提案参加申込書の提出 

ア  提出期限 

 令和８年３月１０日(火曜日)午後３時まで 

イ  提出書類 

(ｱ)  企画提案参加申込書（様式第２号） 

(ｲ)  誓約書（様式第３号） 

※上記書類の提出がない場合は、当該業務委託についての企画提案の参加はできない。 

※複数者が協力して参加する場合、「誓約書」（様式第３号）は全ての構成員が提出

すること。また、代表構成員が他の構成員分もまとめて提出すること。 

ウ  提出方法 

 電子メールで送付すること。 

 また、提出した後、必ず電話による到達確認を行うこと。 

エ  提出先 

 「７(1)イ 提出先」と同様 

(3)  企画提案書の提出 

 企画提案書の提出は、以下のとおりとする。 

ア  提出期限 

  令和８年３月１３日(金曜日)午後３時まで 

イ  提出書類（すべての参加者が提出する書類） 

  企画提案に当たっては、以下の(ｱ)～(ｳ)の書類を提出すること。 

(ｱ)  「埼玉県伝統文化魅力発信アプリ保守運用及び利用促進プロモーション業務」

企画提案書 

     表紙は様式第４号を使用すること。また、表紙を除く企画提案書の様式は任意

とするが、仕様書を踏まえ、Ａ４横で作成すること。 

 企画提案書に記載する事項は、概ね次のとおりとする。 

a. 基本方針 

b. 企画提案内容 

 本件アプリのロゴ及びデザイン（イメージ図） 

 デザインについては、トップ画面、イベント情報一覧画面、伝統文化の紹

介一覧画面、イベント情報詳細画面、伝統文化の紹介詳細画面、特集記事画

面、県からのお知らせ画面、CMS 画面を必ず含むこと。 

 ※ギャラリー表示画面を含む。 

 ※音楽や演劇など発信するイベント情報等の分野拡充を踏まえた再構築の

内容を明示すること。 



 本件アプリのメニュー・構成 

 サイトマップ等により構成を明らかにすること。 

 本件アプリの管理・更新 

 コンテンツ編集時の作業方法及び団体が登録した情報を県・市町村が公開

前に確認・修正・承認する際の作業方法を示すこと。 

 特集記事の企画案 

       作成する記事の内容案、本数、手法を示すこと。 

 本件アプリ利用者増加のための PR計画 

 PR 媒体、期間・回数、広告金額、ユーザー数・PV数増加のシミュレーショ

ンを記載した PR 計画を示すこと。 

 サイト解析・対策提案等のサポート内容 

 LINE 公式アカウント 

       構築する機能の内容、ユーザー画面及び管理画面のイメージを示すこと。 

 友だち登録者数増加につながる取組 

       PR媒体、期間・回数、広告金額、友だち数増加のシミュレーションを記載

したＰＲ計画を示すこと。 

 スタンプラリー 

 ユーザーのイベント会場での本件アプリ操作手順、運営事務局側の必要な

作業を示すこと。 

 ユーザーが継続して利用したくなる工夫（ユーザビリティ・情報の即時性・

情報の集約性等） 

 管理コスト（手間・費用） 

 管理コストについては、外部ツールの使用料等も含めて網羅的に示すこと。

また、管理コストを抑える工夫があれば示すこと。 

 改修スケジュール 

       デザイン等の改修が実装されるまでのタイミングを示すこと。 

 個人情報の取扱い 

 保守・運用 

 問い合わせ受付からの一般的な対応スケジュール等を示すこと。 

 その他独自提案 

c.契約期間全体における業務スケジュール 

d.業務実施体制 

     複数者が協力して参加する場合や再委託を予定している場合はその記載をする

こと 

e.自社の PR できる事項 

f.過去の実績 

 団体名、成約年度、件名、事業の概要、契約金額等を記載すること。 

g.その他必要と思われる事項 

(ｲ) 見積書 

※宛名は「埼玉県知事 大野元裕」とし、代表者印の押印は不要。 

※「４ 予算額」に掲げる上限額の範囲内で作成し、項目・単価等の内訳を明ら

かにすること。 

(ｳ)  会社概要（パンフレット可） 

ウ  提出書類（本県の競争入札参加資格を有さない参加者のみ提出する書類） 

 上記イに加えて、以下(ｱ)～(ｳ)の書類を提出すること。なお、書類はＰＤＦファイ



ルにすること。※複数者が協力して参加する場合は全ての構成員が提出すること。ま

た、代表構成員が他の構成員分もまとめて提出すること。 

(ｱ)  定款（又は寄付行為）の写し及び履歴事項全部証明書（履歴事項全部証明書につ

いては、提案日前３か月以内に取得したもの） 

(ｲ)  法人税、法人都道府県民税、法人事業税、消費税及び地方消費税の納税証明書 

(ｳ)  決算関係書類（過去１年分の賃借対照表及び損益計算書） 

エ 提出方法 

 電子メールで送付すること。 

 また、提出した後、必ず電話による到達確認を行うこと。 

オ  提出先 

 「７(1)イ 提出先」と同様 

(4)  その他 

ア  企画提案書等の提出については、１者につき１提案に限る。複数の提案はできない。 

イ  企画提案書等の提出後は、その内容を変更することはできない。 

ウ  企画提案書等の作成に係る経費は提案者の負担とする。 

 

 契約先候補者の決定方法 

(1)  埼玉県伝統文化魅力発信アプリ運用保守及び利用促進プロモーション業務委託契約

先候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）により、提出された企画提案書及

びその他提出書類に基づき、企画立案能力や業務遂行能力などを総合的に審査し、最も

評価が高かった提案者を契約先候補者に決定する。また、提出書類を提出した事業者が

１者のみの場合にも、上記選考方法により、当該事業者の選定の可否を決定する。 

(2)  評価点が同じ者が２者以上いる場合には、選定委員会で協議の上、契約先候補者を決

定する。 

 

 審査方法 

(1)  第一次審査（書類審査）  

ア  企画提案書ほか提出書類に基づく書類審査を実施する。ただし、提案書の提出者が

５者以内の場合は実施しない。 

イ  第一次審査の結果は応募者全員に電子メールで連絡する。 

ウ  第一次審査通過者には、第二次審査を行う。 

(2)  第二次審査（プレゼンテーション） 

ア  プレゼンテーションの実施方法は Microsoft Teams による説明とする。 

イ  プレゼンテーションの時間は１５分以内、質疑の時間を１０分程度を予定している。 

ウ  プレゼンテーションは、既提出の企画提案書を用いる。 

エ  プレゼンテーションの詳細は、確定後電子メールで連絡する。 

オ  状況により、プレゼンテーションを実施せず、書面での質疑に代える場合がある。 

カ  審査結果は、第二次審査実施者全員に電子メールで連絡する。 

 



  契約の相手方の決定方法  

(1)  業務内容に関する細目事項については、提案された内容をもとに、契約先候補者と県

の間で協議を行い、協議が整った場合は契約先候補者から改めて見積書を徴収し、当該

見積書の内容を精査の上、委託に係る契約書を締結する。また、契約書は、県と受託者

で協議の上作成する。なお、業務の仕様は、仕様書に記載されている事項を基本とする

が、県と受託者の協議により、必要に応じて追加、変更又は削除を行うことがある。 

(2)  契約先候補者と協議が整わない場合や、契約締結までの間に契約候補先に事故のあ

る場合等により契約先候補者としての資格要件を失った時は、評価点が２番目に高か

った者を新たに契約先候補者とする。 

(3)  埼玉県と合意に達した契約先候補者は、埼玉県財務規則第８１条第１項の規定によ

り、契約締結の日までに契約保証金(契約金額の 100 分の 1 以上)を納めること。た

だし、埼玉県財務規則第８１条第２項に該当する場合は、契約保証金の全部又は一部を

免除する。 

(4) 本契約は、立会人型電子契約サービスを利用した電子契約（契約書を電子データで作

成し、押印に代わる電子署名と電磁的記録が改変されていないことが確認できるタイ

ムスタンプを付与するもの）による締結を予定する（受注者が電子契約に同意しない場

合は、紙の契約書により締結する）。締結には、発注者が指定した電子契約事業者の立

会人型電子契約サービスを利用し、受注者は利用に係る費用負担が生じないものとす

る。なお、受注者は、契約締結に利用するメールアドレスを用意する必要がある。 

 

  その他留意事項 

(1) 企画提案の失格、無効  

 次の各号いずれかに該当する申込みは無効とする。 

 ア 談合その他不正行為が行われたと認められるもの 

 イ 資格審査の結果、参加資格がないと認められるもの  

 ウ 虚偽の申請により資格を得た者が提出したもの 

 エ 指定する提出期限を越えて提出したもの 

 オ 「７(3) 企画提案書の提出」に示す提出書類がないもの 

 カ 委託料上限額を超える金額で見積書を提出したもの 

(2)  企画提案競技の中止・取り消し 

 令和８年度歳入歳出予算案が議決されなかったとき又は歳入歳出予算の当該事業費

に係る減額があったとき、緊急等やむを得ない理由により、企画提案競技を実施する

ことができないと認められる場合は、企画提案競技を停止、中止又は取り消すことが

ある。 

 なお、この場合において当該企画提案競技に要した費用を県に請求することはでき

ない。 

(3)  その他 

ア 企画提案書による提案内容は埼玉県に帰属する。 

イ 参加申請に係る全ての費用は参加者の負担とする。 

 

  担当者連絡先 

  埼玉県 県民生活部 文化振興課 文化創造・発信担当 



   住 所：〒330－9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１（第３庁舎１階） 

   電 話：048-830-2879 

   メール：a2875-01@pref.saitama.lg.jp 


